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１．概要（Summary） 

近年、メタ物質(metamaterial)と呼ばれる、波長と比

べて小さい人工原子からなる人工物質が、電磁波のより

自在な制御に向けて注目されている。特に、平面的なメタ

物質はメタ表面(metasurface) と呼ばれる。 

本研究では、自己補対性(self-complementarity) と

呼ばれる対称性を持つメタ表面に着目する。自己補対性

とは金属部と空隙部を入れ替えても形状が変わらないこと

を指す。自己補対性を持つメタ表面は、バビネの原理に

より周波数無依存な応答を示すことが予測されるが、同時

に、金属の点接触を持つため、実験的な検証が困難であ

った。そこで本研究では、点接触を抵抗膜で置き換えた

構造を提案し、テラヘルツ領域での実験的な検証を目指

した。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

 レーザー直接描画装置、電子線蒸着装置、ウェハスピ

ン洗浄装置 

・実験方法 

 レーザー直接描画装置を用いて、c 面サファイア基板

上のレジストに抵抗膜のパターンを描画した。その後、電

子線蒸着装置により厚さ 19 nmのTiを蒸着し、リフトオフ

を行った。同様の手順により、金属パッチ部分(Al, 厚さ

400 nm)を形成した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製したメタ表面の光学顕微鏡写真を Fig. 1に示す。

テラヘルツ時間領域分光法を用いて、作製したメタ表面

の透過特性を評価した。結果として、振幅透過率 0.5 か

つ、ほぼ周波数無依存な透過スペクトルが得られ、

我々の理論予測[参考文献(1)]とよく合致することが分

かった。 

 

Fig. 1  A photomicrograph of the metasurface. 
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